
 

第12回 DAAS運営委員会 

  

□日 時：  2009年12月16日（水）  午後２時~４時 

□場 所： 財団法人ベターリビング １階 ＢＬ101会議室 

  〒102-0071 東京都千代田区富士見２‐１４‐３６ ＦＵＪＩＭＩ ＷＥＳＴ 

  TEL:03-5211-0568(DAAS事務局) 

 

 

□議 事： 

 

［承認事項］ 

 

○第４期(2009-2010 年度)活動計画詳細の件 

 

 議案１ 第４期事業計画 業務方針（案）   <資料 1> 

議案２ 卒業設計大賞選考について   <資料 2> 

 

 

［報告事項］ 

 

○表彰事業 作業進捗についての報告   <資料 3> 

 

 

       

 

配付資料 

 

<資料 1> -1 第４期（2009̶2010 年度）事業計画 業務方針（案）  

 -2 第３期企画部会ビデオ作成 WG 報告及び第４期 WG 参加のお願い  

 -3 特集企画 VIDEO 掲載報告・撮影予定 

<資料 2>  卒業設計大賞応募者一覧 

<資料 3>  表彰作品資料収蔵作業報告  

 

<参考資料>  第４期（2009̶2010 年度）事業計画（総会資料） 

 



第4期（2009‐2010年度）事業計画　業務方針 （案）

基本方針 

 　「UIA2011 TOKYO」にむけた２カ年（第４期及び第５期）で、公に評価された建築・まちなみ・景
観に関する資料収蔵をすすめ、計１万点以上の資料を保有するデジタルアーカイブをめざす。 

 　利用者の利便性を考えたWeb改修、デザイン改修を進め、閲覧者数を増加させる。

2009年12月16日 
DAAS事務局

事業計画　業務方針

 　収蔵事業（コンテンツ整備事業） 

 表彰事業 

■　2009年からの2カ年度事業として、各年2000点以上のデジタル資料を収蔵する。 

■　この事業の推進のため、新建築社、エスエス社、写真家協会等に対して、包括的な資料収
蔵の提案を行う。また、個人写真家及び他出版社についても資料収蔵の依頼をする。 

■　著名な写真家対しては第４期前半にコンタクトを開始。 

 その他クライテリアに基づいた貴重な資料の収蔵 

■　昨年度作成した「住宅団地・まちなみ・景観」等のリストに沿ってデータを収蔵し、DAAS‐Web
で公開する。 

■　今後収蔵すべき資料、または保全すべき資料のリスト化をすすめ、収蔵方針を委員会にて
検討し、資料収蔵をすすめる。 

 オープンアライアンスパートナーが保有している資料のデジタル収蔵 

■　金沢工業大学、京都工芸繊維大学とデジタル化についての作業方針（資料保全の優先度、
諸元データの統一等）を決定しデジタル収蔵を実施。権利調整を行いDAAS‐Webで公開をする。 

■　その他大学、団体等の各アーカイブの状況のヒアリングを行い、連携を実現させる。 

 その他（コンテンツ制作） 

■　第4期ビデオ作成ワーキンググループを設置。撮影者やインタビュア、企画内容の検討を行
い、第４期内に2名の動画を収録。 

■　各種企画の実施状況を動画で撮影しウェブに掲載する。 

■　資料に関するコラム等の掲載。　

＜資料１＞‐１



 　広報事業

 DAASの広報・実空間展示等の企画立案 

■　各団体の全国大会での展示、デモンストレーションに参加し広報活動を行う。 

■　新規フライヤーの作成、DAAS‐Webでの活動紹介ページの作成。 

■　各団体の会誌等への活動紹介の掲載依頼を行う。 

 デジタル卒業設計大賞の実施 

■　第4回デジタル卒業設計大賞を実施。  

■　参加者への告知方法及びスポンサーの確保。 

 　コンソーシアム運営

 法人化の準備 

■　第4期中に一般社団法人格取得の準備を進める。 

■　その他安定した収入の確保、事務局体制の整備など運営方針を委員会にて検討。 

 基本システムの運用 

■  Webサイト全体の刷新を継続して行う。諸元データの揺れの調整やキーワード機能の追加に
よる「検索のしやすさ」「資料の見やすさ」「管理のしやすさ」の３つを目標とする。 

■　会員向けサービスの向上につながるWebサイトの改善。 ポートフォリオ機能の追加。 

■　Webサイトの保守・運営・管理。 



 

 

2009 年 12 月 16 日 

ＤＡＡＳ事務局 

 

第３期 企画部会ビデオ作成 WG 報告及び、 

第 4 期 WG 参加のお願い 

 

第３期の運営委員会で設置提案を行ったビデオ作成ワーキンググループについて

は、参加頂いた委員のご協力により、企画・撮影とも順調に進み、目標としていた期内

の撮影と、編集に必要な関連資料の用意が予定通り完了いたしました。現在、撮影会

社においての編集作業が進んでいます。 

同ワーキンググループでは、撮影対象者のパースペクティブの検討とあわせて、設

置目的の一つであった「参加して頂く組織のバックグランドに基づいた撮影対象者の

人選」を達成することができました。 

その結果として、組織系事務所の建築家 池田武邦氏、生産システムの研究者であり

建築家の内田祥哉氏のインタビューが、新たにオーラルアーカイブとして加えられるこ

ととなりました。参加頂いた委員のご協力に厚く御礼申し上げますとともに、ビデオ作

成事業推進のため、ビデオ作成ワーキンググループの継続と第４期ワーキンググルー

プへの参加を本委員会でお願いする次第です。 

委員の皆様のご意見とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

＜目的＞ 

■ 後世に残したいコンテンツ（証言記録）の企画と実施。 

■ 参加して頂く組織のバックグランドに基づいた撮影者の人選と企画提案。 

■ ビデオパースペクティブの検討。 
 

 

＜ビデオ作成WGの活動予定とビデオ完成までのスケジュール＞ 

  2009 年 12 月 運営委員会で当期WG メンバー、2 から 3 名を選出。 

 2010 年1~3月 WG メンバー及び事務局で撮影対象者、テーマ等の検討。 

 3 月 運営委員会での企画の審議、承認。 

 3~8月  WG メンバーで共同若しくは分担して 2本のビデオを制作。 

       （撮影会社は事務局から紹介、もしくは WG メンバーからの推薦も可能。） 

  9 月  運営委員会にて成果物を紹介。（事務局にてＷｅｂ掲載） 

 （2010 年 10 月  第５期総会での事業報告。会員へ成果物DVDパッケージ納品） 

 

＜資料１＞‐２ 



 

特集企画 VIDEO 掲載報告・撮影予定 

2009 年 12 月 16 日現在 

 掲載ページ 出 演（予 定） 内 容 作成年月日 

1 活動紹介 

ビデオ 

日本建築学会会長  

日本建築士会連合会会長 

新建築社取締役社長  

東京藝術大学名誉教授 

ライト建築アーカイブス日本代表理事 

日本放送協会マルチメディア局長 

ライト建築アーカイブス日本副代表理事 

建築家 

 

村上周三氏 

宮本忠長氏 

吉田信之氏 

奥村昭雄氏 

森 晃一氏 

上田千秋氏 

南迫哲也氏 

Richard Rogers氏 

隈 研吾氏 

 2005 年 10 月 

2 特集企画 槇文彦氏（DAAS 理事長） 

 

インタビュー  

代官山ヒルサイドテ

ラスの空間を語る 

2006 年 12 月 

3 イベント報告 菊竹清訓氏 4k 映像システム 

高精細建築画像の夕

べ 

2007 年 5 月 

4 イベント報告 撮影取材 清家清作 

「宮城教授の家」 

2007 年 5 月 

5 イベント報告 デジタル卒業設計大賞 2007 応募作品一覧 

 

2007 年 9 月 

6 イベント報告 デジタル卒業設計大賞 2007 

隈研吾氏 講評会  

受賞者との懇親会風

景 

2008 年 3 月 

7 特集企画 

 

池原義郎氏 

 

作品を語る 2009 年 10 月 

 

8 特集企画 

 

林昌二氏 作品を語る 2009 年 月 

撮影打合中 

9 特集企画 

 

難波和彦氏：DAAS 理事 

 

作品を語る 2009 年 10 月 

 

10 特集企画 

 

古谷誠章氏：DAAS 理事 

 

作品を語る 2009 年 11 月 

 

第 3期 ビデオ WG の設置と撮影対象者の検討 

11 特集企画 

 

内田祥哉氏 

 

GUP について 2009 年 10 月 

（編集中） 

12 特集企画 池田武邦氏 

 

作品を語る 2009 年 8 月 

（編集中） 

13 総会挨拶 理事長槇文彦氏  

 

 2009 年 10 月 

 

第 4期 ビデオ WG の設置と撮影対象者の検討 

 

＜資料１＞‐３ 
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2009 年 12 月 16 日 

DAAS 事務局 

 

表彰作品資料収蔵作業報告 

 

 

■作業状況報告 （2009年12月9日時点） 

 

・依頼状送付件数         34社  

・依頼済作品数（全1539作品のうち）   699作品 

・１作品当たりの想定資料数（５枚の場合）  699×5枚＝3,495点 

・提供される作品の歩留まり（６割の場合） 3,495×0.6＝2,097点  

・2009年３月迄に収蔵する資料の目標数 2,000点  

・2009年３月迄に依頼する作品の目標数 800作品 

  

 

■送付資料の紹介 

 

 

■作業スケジュール 

・資料提出締切日 2010年1月末日  

（受領数予測 12月末日20％ 1月中旬10％ 1月末日40％ 2月以降30％） 

・デジタル化作業期間 2009年12月~2010年2月 

・報告書作成期間 2010年3月初旬～3月中旬 

 

  

今後の作業 

 

■建築写真家への挨拶 

・二川幸夫、村井修、大橋富雄 各氏にDAASの活動趣旨の説明と収蔵作業の

協力を得る為訪問 

 

＜資料３＞ 
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